








第 章 近世までのボードゲーム アブストラクト（抽象的）ゲーム


































































































【図 ウルの王朝ゲーム】 【図 セネト】










【図 シットゥイン】 【図 マックルック】











【図 鵞鳥のゲーム 】 【図 鵞鳥のゲーム 】
【図 鵞鳥のゲーム 】 【図 鵞鳥のゲーム 】




















































（ ）、フランスのゲーム（ ）、ヨーロッパのプリンセスゲーム（ ）などである。
デュバルのゲームは、 の小さな円が螺旋状に配列されており、プレイヤーはこの螺旋を外側
から独楽型のサイコロを振って進んでいく。途中の円にはいくつかの指示が存在する。例えば

































（正義）、 （節制）、 （感謝）、 （誠実）、 （勤
勉）、 （慈善）などがあり、悪いものは （虐待）、 （偽り）、
（飲んだくれ）、 （忘恩）などがある。子供に倫理観を植え付けるための教育
的なゲームとして作られたと考えられる。最も古いものではイギリス、ロンドンのローリー
























































を進むのではなく、 のときは上下に マス、 のときは左右に マス、 のときは斜めに
マス、 のときは上下に マスか マス、 のときは左右に マスか マス、 のときは斜
ボードゲームの近現代史
【図 チェッカード・ゲーム・オブ・ライフ ）】













そしてちょうど 年後の 年、同社は 周年を記念して新たな ゲーム・オブ・ライ
フ を製作し販売した。日本でも 人生ゲーム として知られる世界的に有名なボードゲーム
となっている。その後、 年にはハズブロ（ ）社に吸収されることとなったが、次
のパーカー・ブラザーズと並び、 世紀最大のゲーム会社であった。









































































【図 ピット】 【図 フリンチ】
【図 ルク】 【図 ソリー！】





























【図 ミル・ボーンズ】 【図 キャリア】














【図 ゲーム・オブ・ライフ】 【図 クリプト】

































































よれば、駒は一人 個で内訳は、王（ ）、元帥（ ）、宰相（ ）、 評議員
（ ）、 伝 令 官（ ）、 牧 師（ ）、 大 佐（ ）、 騎 兵 大 尉
（ ）、騎士（ ）、配達者（ ）、副官（ ）、衛兵（ ）、ボ
ディガード（ ）、兵士（ ）などである。盤は書籍の中では 点紹介されてい
る。いずれもチェスのような枠の中に駒を置く形式ではなく、線の交点に置く形式になってい




























月世界旅行 宇宙戦争 タイムマシン などで知られるイギリスの 作家、 ． ．
ウエルズ（ ）はミニチュア・ウォーゲームの本を出版して















































社から依頼を受け、 ユトランド（ ） と の つのウォーゲームを作成する
が、 年には自分で （ ）という会社を立ち上げた。またダ
ニガンは、 年に創刊された ストラテジー タクティクス（ ） とい
うウォーゲーム専門誌の経営が悪化していたのを ドルで買い取り、毎号新しいウォーゲーム
を掲載した。 年までにアバロンヒル社は約 点、 社は約 点のシミュレーショ
ン・ウォーゲームを販売し、人気は大きく上がっていった。ウォーゲームの売り上げは、
年は セットだったが、 年には 万セットを越え、 年には 万セット、 年に











































も販売している。 年にトーマス・ショウ（ ）が フットボール・ストラテ
ボードゲームの近現代史
【図 アバロンヒル社のウォーゲームカタログ（日本では木屋通称が販売店となっていた】












クワイヤ（ ） モナド（ ） スルース（ ） 社長の決
断（ ） バザール（ ） などを作った。その後の代表作
として フォーカス（ ）（シュピール・デス・ヤーレス受賞）、 キャント・ス





を研究し有段者となっている。 将棋世界 昭和 年 月号では和服を着て対戦している模様が
【図 フットボール・ストラテジー】 【図 アクワイヤ】
掲載され、 将棋世界 昭和 年 月号では 将棋とチェスの歴史の一面 と題した記事を寄
稿している。この記事では日本の将棋とタイの将棋であるマックルックの類似性を指摘してい
る。その後、イタリアのベニスに移住し、そこで亡くなっている。 社では トゥイクスト
（ ） ブレイクスルー（ などを手掛けた。代表作には サーガランド
（ ）（シュピール・デス・ヤーレス受賞）、 ガイスター（ ） イ




【図 パン カイ ）】 【図 トゥイクスト】



























































































（ ） ダンジョン（ ） モリア（ ） ペディット （ ） などが、
年には コロッサル・ケイブ・アドベンチャー（ ）、 年に
は ゾーク（ ）、 年には ローグ（ ） など、多くが学生や教育関係者の手に
よるものだった。
これらは商業用ではなく、自分たちが遊ぶために作られたものだが、販売物でなかったが故




























反響は大きく大ヒット作となった。 年に 、 年に 、 年に が発売されたが、販
売店の前には長蛇の列ができ、それをテレビのニュースが大々的に放映するという社会現象と
もなった。
【図 ウルティマ】 【図 ウィザードリィ】
【図 ドラゴンクエスト】
年 ウィザーズ・オブ・ザ・コースト社が 社を買収。 の以降のシリーズは







ローリング（ ）の ハリー・ポッターシリーズ が大ヒットし、トー
ルキン（ ）の 指輪物語 を映画化した ロード・オブ・ザ・リン
グ が 年度のアカデミー賞で、作品賞を初めノミネートされた 部門すべてで受賞するな
ど、多くのジャンルに存在する一般的なものになっている。ゲイリー・ガイギャックスが作っ
























































































































































年には、ドイツでボードゲームの専門雑誌、 シュピール・ボックス（ ） が創
刊された（発行社は ）。これは現在も発刊され続けている。この
前々年の 年からは ディー・ペッペル レビュー（ ） という雑誌が発
行されているが、こちらは個人発行のミニコミ誌に近い（ 年に終刊となった）。こうした
雑誌の存在もドイツがボードゲームについては最も進んだ国であることを証明している。
アメリカでは 年に ゲームズ（ ） という雑誌が創刊している。名称はゲームだ
が、内容は大半がパズルであり、ゲームの情報は巻末に ページほどあるだけであった。当初
はプレイボーイ社から刊行されていたが、 （ ）、




イギリスでは 年頃から ゲームズ・ゲームズ・ゲームズ（ ）
（ ）がほぼ月刊で発行されている。 年に ゲームズ・インターナショナル
（ ） が発刊されたが 年で ストラテジー・プラス（ ） と
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） （ 年 月 日） 年 月以降は更新されていない
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） （ 年
月 日）
） 食べる と 遊ぶ を一箱に！グリコの歴代おもちゃを振り返る
（ 年 月 日）
）キャンペーン・プレゼント 永谷園
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